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城原川ダム予定地

神埼市

城原川中流域

長崎自動車道付近 (12/000)

城原川上流域
佐賀市

城原川流域の特徴（城原川流域図）

日出来橋

JR長崎本線

長崎自動車道

神埼市街部
佐賀市

流域面積：６４．４km2
幹川流路延長：３１．９km
流域内人口：約１万人

出典：第９回河川現況調査
(調査基準年平成17年度末）

佐賀江川合流点付近 (0/000)

城原川下流域

日出来橋付近 (8/000)
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○佐賀平野の特徴：急峻な山地と低平地

城
原
川

城原川流域の特徴（佐賀平野の特徴）

筑
後
川

佐賀平野

筑後川河口付近から望む佐賀平野

城
原
川
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草堰13

草堰12

草堰11
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草堰9
草堰7草堰8

草堰6
草堰5

草堰4 草堰3

○城原川中流域は、天井河川である。 ○城原川中流域は、簡易な施設で流水を堰上げし取水できる
施設（草堰）が１３箇所存在。

草 堰

長崎自動車道

三千石堰

堂地大橋
柴尾橋 お茶屋堰

直鳥橋 新宿橋

新村橋

夫婦井樋橋

神埼橋 長崎本線鉄道橋

日出来橋
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：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：堤内地盤高（左岸）

：堤内地盤高（右岸）

：平均河床高

：野越し（左岸）

感潮区間

天井河川※

草堰（13箇所）

野越し（9箇所）

大臣管理区間 佐賀県管理区間

城原川流域の特徴（下流域～中流域）

草堰4 草堰3

草堰2
草堰1

お茶屋堰

草堰
現存する草堰の位置

草堰

○国道３４号や
ＪＲ長崎本線が
貫通し、神埼市の
中心市街部が広
がる。

※図中の「天井河川」は、堤内地盤高より平均河床高が高い範囲を示している。

平成22年７月１４日撮影

城原川

城原川６k000付近 新村橋付近

（km）1 2 3 5 76 8 10 11 124 90

旧神埼町旧千代田町佐賀市
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0 ：野越し（左岸）

：野越し（右岸）

城原川城原川ＪＲ長崎本線
日出来橋

神埼市役所

神埼駅

国道34号線
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○城原川上流域は、９箇所の野越し（のこし）といわれる堤防の一部が低い箇所が存在。
○昔は、溢れた水の勢いを弱めるため、水害防備林や受堤が併せて設けられていたが、現在は、周辺の宅地開発や圃場整備に伴い水害防備林
や受堤も一部を残し撤去されている。

昭和23年
宅地化が進んでいる

平成18年
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城原川流域の特徴（中流域～上流域）

野越しと受堤の位置

昭和23年と平成18年の城原川沿川の土地利用の変化

宅地開発の状況（ﾊﾟｲﾝﾋﾟｱ神埼）

６番野越し

現存する受堤
過去に存在した受堤
現存する受堤
過去に存在した受堤
現存する受堤
過去に存在した受堤

９番野越しの受堤
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長崎自動車道

神埼市

※佐賀県神埼郡城原川沿岸の民家流出
神埼橋下流（佐賀県庁資料・九州大学附属図書館所蔵）

●昭和28年6月洪水

●昭和47年7月洪水

表－1 城原川周辺の主な洪水

S24.8.16～18 台風
14,273 9,121 11,354

S28.6.25～28 梅雨前線
14,920 14,597 13,318

S47.6.6.～7.23

断続した豪雨並びに
台風6,7号及び台風9
号 2,088 54 1,375

S57.7.5～8.3

豪雨、落雷、風浪と
台風10号 71 2 291

S60.5.27～7.24 豪雨及び台風第6号
13 0 654

H2.6.2～7.22 豪雨（梅雨）、落雷
362 1 5,430

H21.7.26 九州北部豪雨 36 0 －

床下浸水
（戸）

床上浸水
（戸）

農地被害
（ｈａ）

洪水年月日
異常気象名
（生起要因）

被害状況

城原川周辺の主な洪水被害

日出来橋

JR長崎本線

神埼市

神埼市街部
佐賀市

柴尾橋下流（1k600付近）

●昭和57年7月洪水

柴尾橋下流（1k600付近）

●平成21年7月洪水

夫婦井樋橋下流(5k400付近) 

※出典：Ｓ．２４～Ｓ．２８年の被害データは「佐賀県災異誌」より。
　　　　　佐賀市、佐賀郡、神埼郡の被害データ
　　　　　Ｓ．４７年～Ｈ．２の被害データについては「水害統計（国土交通省河川局）」
　　　　　城原川・田手川・馬場川・三本松川・中地江川の被害データ
          H２１年の被害データは、神埼市報及び市役所の聞き取り。

※表－１の浸水被害状況については、
城原川周辺の河川による被害も含んで
いるものとなっています。
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城原川出水状況（H21.7.24～26出水）
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HWL（計画高水位）
日出来橋水位観測所

○日出来橋水位観測所では、計画高水位を41cm超える4.92mを観測。
○城原川左岸６ｋ４００付近において、漏水に伴う堤防川裏法面の崩壊が発生。
○また、上流野越しでは、５箇所にて越流が発生。

城原川城原川

７月２６日撮影

神埼橋付近

2009/7/26 10時のレーダー雨
量

近年の出水（平成21年7月出水）
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24日 25日 26日

城原川 左岸 ６／４００付近

堤防川裏法面の崩壊(L=80m)

野越しの越流箇所

※野越しからの越流状況

３番野越し

７月２６日撮影

城原川

量
佐賀地方気象台提供
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14日7時 城原川出水状況（H22.7.13～14出水）
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HWL（計画高水位）
日出来橋水位観測所

○日出来橋水位観測所では、前年に引き続き計画高水位を15cm超える4.66mを観測 。
○上流野越しでは、４箇所にて越流が発生。

近年の出水（平成22年7月出水）

野越しの越流箇所

７月１４日撮影

城原川

４番野越し

※野越しからの越流状況

20１０/7/１４ ７時のレーダー雨量

７月１４日撮影

城原川

城原川６k000付近 新村橋付近
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城原川28日８時

HWL（計画高水位）

○日出来橋水位観測所では、はん濫危険水位（4.32ｍ）を超過し、8月27日19時に4.90mを観測 。

近年の出水（令和元年８月出水）

伊福雨量観測所

令和元年８月２７日～２８日出水

日出来橋地点（8/27 18時40分頃）

2019/8/28 8時のレーダー雨量

城原川８k000付近 日出来橋付近

9

日出来橋水位観測所

６号野越し地点（8/27 19時00分頃）

城原川9k400付近 ６号野越し付近



城原川ダム諸元

城原川ダム予定地城原川ダム予定地

城原川

城原川

倉谷川

位置図 流域図 航空写真

■ダム諸元
型式 重力式コンクリートダム
堤高 約60m
堤頂長 約330m
集水面積 約42.5km2

総貯水容量 約355万m3

有効貯水容量 約350万m3

※城原川ダムの容量等については、今後の調査検討により
変わる可能性があります。

洪水調節
容 量

サーチャージ水位

3,500千m3

最低水位
堆砂容量 50千m3

総貯水容量
3,550千m3

有効貯水容量
3,500千m3

ダム高
約60m

■貯水池容量配分
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流水型ダムについて
○城原川ダムは、通常時に水を貯めない洪水調節専用のダムです
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昭和54年 4月 実施計画調査着手

平成13年 3月 佐賀東部水道企業団の城原川ダム利水不要の決議

平成15年 10月 「筑後川水系河川整備基本方針」策定（H15.10.2）

平成15年 11月 城原川流域委員会（平成16年11月まで全13回開催）

平成16年 12月 城原川首長会議（平成17年5月まで全11回開催）

平成17年 6月 佐賀県知事臨時記者会見　「ダム手法によらざるを得ない」
佐賀県が国土交通本省及び九州地方整備局へ「流水型ダム検討」の申し入れ

平成17年 11月 九州地方整備局長より佐賀県知事へ提案ダム（流水型）への技術的検討結果報告

事業経緯

平成18年 7月 「筑後川水系河川整備計画」策定（H18.7.20）

平成21年 12月 新たな基準に沿った検証の対象とするダム事業に区分

平成22年 12月 「城原川ダム事業の関係地方公共団体からなる検討の場」設置（H22.12.21）

平成28年 5月 事業主体の対応方針案決定（H28.5.20）

平成28年 6月 ダム検証に係る対応方針を報告（H28.6.20）

平成28年 7月 ダム検証に係る対応方針決定（H28.7.20）

平成29年 8月 新規事業採択時評価（H29.8.10）

平成30年 4月 建設事業着手 12



事業完了までに要する必要な工期

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年

転流工

基礎掘削

堤体工

閉塞工

ダ
ム
工
事

種別

○建設事業着手からダム事業が完成するまで、約１３年間程度を要すると見込んでいる。

：ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽ

※H28検証時点
※今後行う詳細な検討結果や協議、予算上の制約や入札手続き、各種法手続き等によっては、見込みのとおりとならない
場合がある。
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閉塞工

基礎処理

補
償 付替道路

管
理
設
備

試験湛水実施

用地調査・用地補償等



令和元年度 城原川ダム事業の予算について

筑

予算区分・費目 令和元年度
当初予算

平成３０年度
当初予算 対前年度比

（単位：百万円）

14

後
川

河川総合開発事業費（城原川ダム） 700 530 132%

※本表は、工事諸費を含んでいます。



令和元年度の実施内容

水理水文調査
環境調査
地質調査

◆主な実施内容

15

本体関連の調査・検討
付替道路検討
用地調査
工事用道路の整備
生活再建対策 等



服巻
ﾊ ﾗ ﾏ ｷ

伊福
ｲ ﾌ ｸ

令和元年度の実施内容（水理水文調査）

◆雨量：２箇所（伊福、服巻）
◆水位：１箇所（仁比山）
◆流量：３箇所（倉谷、岩屋、仁比山）
◆水質：３箇所（倉谷、岩屋、仁比山）

河川の計画や管理などに必要なデータを得ることを目的として、継続的に調査を実施しています。

岩屋
ｲ ﾜ ﾔ

倉谷
ｸ ﾗ ﾀ ﾆ

仁比山
ﾆﾆ ｲｲ ﾔﾔ ﾏﾏ
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雨量 調査箇所

流量・水質 調査箇所

水位・流量・水質 調査箇所
城原川

調査状況（洪水時採水作業）

調査状況（低水流量観測作業）



令和元年度の実施内容（環境調査）

○環境影響評価項目

項目 詳細

大気環境 大気質、騒音、振動

水環境 水質

土壌に係る環境その他 地形及び地質

城原川ダム事業における環境影響評価のための影響検討を実施します。
また、必要に応じて一部現地の補足調査を実施します。

主な検討範囲

動物 重要な種及び注目すべき生息地

植物 重要な種及び群落

生態系 地域を特徴づける生態系

景観 主要な眺望点及び景観資源並びに
主要な眺望景観

人と自然との触れ合い
の活動の場

主要な人と自然との触れ合いの活動
の場

歴史的文化的遺産 歴史的文化的遺産

廃棄物等 建設工事に伴う副産物

城原川

17



ふれあい館せせらぎ

●ボーリング調査●ボーリング調査【【原石山原石山】】
・６孔・６孔
●ボーリング調査●ボーリング調査【【原石山原石山】】
・６孔・６孔

ダム予定地周辺の地盤状況や地盤の透水性等を把握するための地質調査と、原石山候補地
周辺の地盤状況を把握するための地質調査を実施します。
また、本体関連の調査・検討と原石山候補地の検討、工事用道路橋梁部の現地測量を実施

します。

令和元年度の実施内容(地質調査、本体関連の調査・検討)

仁比山公園
県道県道2121号線号線県道県道2121号線号線

城原川

県道県道2121号線号線県道県道2121号線号線
●ボーリング調査●ボーリング調査【【ダム本体ダム本体】】
・９孔・９孔

●ボーリング調査●ボーリング調査【【ダム本体ダム本体】】
・９孔・９孔●工事用道路橋梁部の●工事用道路橋梁部の

現地測量現地測量
●工事用道路橋梁部の●工事用道路橋梁部の
現地測量現地測量
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ボーリング調査の現地はかなり急斜面であるため、モノレールを設置して作業機材や作業員を
運搬します。

調査にあたっては、地権者の方々のご理解とご協力を得ながら実施します。

令和元年度の実施内容(地質調査)

19

ボーリングに伴うモノレールの状況
（平成30年度）

ボーリング調査状況
（平成30年度）



令和元年度の実施内容（付替道路検討）

城原川ダムによって影響を受ける県道について、付替道路の検討を実施します。
また、検討にあたっては、道路管理者である佐賀県と協議の上、実施します。

ダム貯水池周辺（現在の県道２１号線）

20

県道２１号線（三瀬・神埼線）の状況

城原川

現在の県道２１号線
（三瀬・神埼線）



●工事用道路の整備●工事用道路の整備

令和元年度の実施内容（工事用道路の整備)

21工事用道路の状況



令和元年度の実施内容（生活再建対策）
◆ 城原川ダム事業に伴う説明会の開催

水没予定地区の団体の方などへ、ダム事業の調査状況等について説明を実施します。

◆ 先例地生活実態調査の実施
ダム事業先例地の生活再建対策などについて、視察や先例地先の地元の方との意見交換

など、関係者と調整をしながら実施します。

説明会の開催状況
（平成30年度）

先例地調査の状況【西之谷ダム】
（平成30年度） 22


